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	大　項　目
	【Web全般】

	小　項　目
	Webページ閲覧（有害サイト）

	タイトル
	「有害サイトがしかけるワナ」

	主な対象
	中学校

	ね　ら　い
	　Webページの中には、有害サイトへ導く「ワナ」を仕掛けたものがあり、危険を未然に察知し、的確な判断ができるように指導する。

	作成の意図


	　インターネットを使い、誰もが簡単に情報発信ができる現在、ホームページ上には様々な情報があふれている。手軽に調べ学習ができるようになった半面、生徒が、中学生にはふさわしくない情報に触れてしまう場合がある。学校によっては、フィルタリングソフトが導入されており、暴力や犯罪などのページは表示されないようにしてあるが、完全に排除でるわけではない。また、家庭におけるフィルタリングソフトの利用もあまり普及していない。
　そこで、このコンテンツを利用して、有害サイトへ導く仕掛けの例を示すとともに、有害サイトにアクセスしないという主体的な態度を育成したい。

	指導内容
	· インターネット上には有害サイトがあるだけでなく、有害サイトへ誘引する仕掛けを持つサイトもあること
· Webページ閲覧にあたっては、有害サイトに誘引するための仕掛けに対し常に警戒心をもって利用すること
· インターネットを利用していて嫌な気分になるサイトを見てしまったときには利用を止めること。また、有害なサイトに不用意にアクセスしない（身を守る）ためにも、積極的にフィルタリングソフトなどを利用すること

	展　開
	①　「有害サイト」について、どんなサイトやホームページを想像するか、問う。⇒「年齢制限のあるサイト」「いやらしい内容・グロテスクな表現のサイト」などの意見が予想される。
②　ワークシートを配り、Webページには、出会い系サイトや自殺サイトなどの有害サイトを紹介したり、誘引したりするサイトがあることを知らせる。
③　Webページを模した配付資料を配り、どこに有害サイトへ誘導する仕掛け（ワナ）があると思われるか、ワークシートの設問（１）について考えさせ、話し合わせる。
④　生徒の意見を発表させる。その際、生徒から指摘されなかった点については、指導資料を使い、補足説明をする。
⑤　有害サイトに導く仕掛けは、まるで「ワナ」のようにWebページ上に存在することを知らせ、安全と思われるサイトでも気をつけなくてはならないことを教える。

⑥　ワークシートの設問（２）について考えさせた後に、数人に発表させる。まとめとして次の事柄をおさえ、
· Webページを見ていて、「危ない」と感じたときや「不快な気持ち」になったときには、閲覧を止める。
· フィルタリングソフトなどを積極的に利用し、身を守る。


